
現状の準備状況と今後の計画

• 提案環境における全身運動（マーメ
イドストレッチ）の動作解析 / 筋電
解析を行い、客観的指標による本環
境下での運動制御に関わる影響につ
いて調査

• 顎関節症患者に向けた顎の疼痛緩和
支援アプリケーション / 口腔機能低
下症や嚥下障害を持つ患者に向けた
舌機能向上支援アプリケーションの
開発・患者へのヒアリング

2026年度

運動支援アプリケーションの開発と
短期の効果検証、使用感のヒアリング

• 全身運動支援アプリケーションの長
期利用時の運動効果（継続率、身体
部位の可動域の変化）について調査

• 顎の疼痛緩和支援アプリケーション
使用時の動作解析、及び使用時の疼
痛の変化について調査

• 口腔機能低下症や嚥下障害を持つ患
者 に 向 け た 舌 機 能 向 上 支 援 ア プ リ
ケーション使用時の筋電解析、及び
一般の舌運動と比較してのモチベー
ションの評価

2027年度

本環境の長期利用（2-3週間）時の効果検証
と顎/舌への運動効果の検証

• 調査結果を元に、一般利用が可能な
アプリケーションとして再構成 / リ
リースへの準備

• 扱う運動動作の拡大と、他の部位へ
の適用の可能性を検討

• 身体イメージ変容を介した運動療法
の可能性について、本研究からの知
見をまとめる

2028年度

より継続的な運動支援として活用可能な
アプリケーションとして調整/開発

2025 年度 10 月時点で、全身運動及び顎を対象としたアプリケーションの開発については、VR ヘッドセッ
トのモーショントラッキング及びフェイストラッキング機能を用いて実装済である。現在は詳細な動作解析
を行うための機能開発と、錯覚強度の強化に必要となる患者自身の顔面・口腔内のモデルも用いたアニメー
ションを取り入れた環境の構築を行っている。


